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ひ
と
よ
し
で
輝
く
人

た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
た
人
吉
お

城
ま
つ
り
。
メ
ー
ン
会
場
の
ふ
る
さ

と
歴
史
の
広
場
の
片
隅
に
は
、
殺
陣
の
動
き

を
取
り
入
れ
な
が
ら
も
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
周
囲
の
視
線
を
集
め
て
い

る
武
者
の
姿
が
あ
っ
た
。谷
口
博
紀
さ
ん
だ
。

　

谷
口
さ
ん
は
、
Ｓ
Ｌ
人
吉
が
来
る
日
曜
日

ご
と
に
人
吉
駅
で
観
光
客
を
相
手
に
武
者
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
す
る
。
も
ち
ろ
ん
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
。
き
っ
か
け
は
、
４
年
前
の

Ｓ
Ｌ
復
活
を
機
に
観
光
客
の
お
も
て
な
し
を

し
よ
う
と
始
ま
っ
た
「
じ
ゅ
ぐ
り
っ
と
博
覧

会
」。
実
行
委
員
に
手
を
挙
げ
た
谷
口
さ
ん

は
、
武
者
姿
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
思
い

つ
く
。
当
初
は
駅
前
イ
ベ
ン
ト
時
だ
け
の
出

演
だ
っ
た
が
、
い
つ
し
か
日
曜
日
ご
と
に
駅

前
に
立
つ
よ
う
に
。

　

も
と
も
と
芸
事
が
好
き
だ
っ
た
谷
口
さ

ん
。
若
い
こ
ろ
は
、
プ
ロ
に
な
り
た
い
と
い

う
夢
を
持
っ
て
い
た
が
、
家
業
を
継
ぐ
た
め

に
断
念
。
そ
れ
で
も
「
い
つ
か
田
舎
の
コ
メ

デ
ィ
ア
ン
と
し
て
活
躍
し
た
い
」
と
い
う

思
い
は
ず
っ
と
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
取
り
組
む
姿
勢
は
真
剣
そ

の
も
の
。
毎
日
、
時
代
劇
や
居
合
抜
き
の
ビ

デ
オ
を
見
な
が
ら
動
き
を
研
究
す
る
。
日
本

舞
踊
の
教
室
に
も
通
っ
た
。「
私
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
は
、
い
ろ
い
ろ
な
要
素
を
取
り
入
れ

た
〝
谷
口
流
〞。
人
が
し
な
い
こ
と
を
す
る

の
が
、
私
の
持
ち
味
」
と
笑
う
。

　
「
一
人
で
人
前
に
立
ち
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
す
る
こ
と
は
、
と
て
も
度
胸
が
い
る
。
そ

れ
で
も
お
客
さ
ん
が
笑
っ
て
く
れ
た
ら
気
分

爽
快
」
と
谷
口
さ
ん
。
み
ん
な
の
笑
顔
を
見

る
た
め
に
、今
日
も
谷
口
さ
ん
は
刀
を
振
る
。

「武者パフォーマンス」で街に活気を

谷口 博紀 さん（七日町）

たにぐち　ひろき
昭和25年５月23日生まれ。名前の由来
は、誕生日に人吉で開催された「子ども
博覧会」から。奥さんも一年後の同じ日
が誕生日。Ｏ型。「せんげつたにへい」
の芸名を持つ。パフォーマンス時の衣装
や化粧も全て自分で考えるという谷口さ
ん。インターネットで材料を買って甲冑
作りも手がける。お酒を飲みに行くのを
我慢して、購入費に充てているとか。

運行５年目を祝いおもてなし

乗客らがＳＬ人吉をバックに記念撮影（上）／ビシッと敬礼！鉄道観
光案内人会のブースでは、機関士服などの試着もできて子どもたちに
人気（下左） ／晴天の下、駅前広場は多くの観光客らでにぎわった（下
右）

　

Ｓ
Ｌ
人
吉
の
運
行
５
年
目
を
記
念
し
た

イ
ベ
ン
ト
「
４
・
25
Ｓ
Ｌ
記
念
日
」
が
４

月
27
日
に
人
吉
駅
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
平
成
21
年
に
Ｓ
Ｌ
人
吉
が
復
活

運
行
を
開
始
し
た
４
月
25
日
を
「
Ｓ
Ｌ
記

念
日
」
と
位
置
付
け
、
人
吉
温
泉
観
光
協

会
が
企
画
し
た
も
の
。
Ｓ
Ｌ
人
吉
は
昨
年

ま
で
の
４
年
間
で
、
の
べ
14
万
人
以
上
が

乗
車
し
た
人
気
の
観
光
列
車
で
す
。

　

駅
前
広
場
に
は
、
昔
の
Ｓ
Ｌ
の
写
真
や

鉄
道
に
関
す
る
道
具
、
機
関
士
服
な
ど
を

展
示
。
関
係
者
ら
に
よ
る
餅
つ
き
が
行
わ

れ
、
来
場
者
に
は
あ
ん
こ
餅
と
新
茶
が
振

る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

正
午
過
ぎ
に
Ｓ
Ｌ
人
吉
が
ホ
ー
ム
に
到

着
す
る
と
、
地
元
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
や
甲

か
っ
ち
ゅ
う冑

武
者
、
旅
館
の
お
か
み
ら
が
総
出
で
お
出

迎
え
。
乗
客
に
紅
白
餅
を
配
り
、
一
緒
に

写
真
を
撮
る
な
ど
笑
顔
で
も
て
な
し
て
い

ま
し
た
。
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日本百名城

人吉お城まつり
５/３～４

P
フ ォ ト

HOTO R
リ ポ ー ト

EPORT

１　御下門跡からステージ前に向
け武者行列が行軍。２　町内対抗
六調子大会では、各町内趣向を凝
らした踊りを披露。３　仮装大会
は今年も不思議空間へ。４　いつ
でもどこでもくまモンは人気者。

1

11

12

10

9

7

8

5

6

4

3

2
　

最
高
の
天
気
に
恵
ま
れ
た
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
後
半
の
5
月

３
・
4
日
、
ふ
る
さ
と
歴
史
の
広

場
を
メ
ー
ン
会
場
に
人
吉
お
城
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
た
。

　

人
吉
城
跡
御お

し
た
も
ん

下
門
跡
か
ら
出

発
す
る
武
者
行
列
や
流や

ぶ
さ
め

鏑
馬
、

流や
ぶ
さ
ね

鏑
舟
、夜
の
城
下
町
パ
レ
ー
ド
、

六
調
子
大
会
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

催
し
に
、
訪
れ
た
約
4
万
3
千
人

の
観
客
は
心
を
奪
わ
れ
た
。

５　ウッチャンナンチャンの後輩お笑い芸人・
ツィンテルを球磨焼酎大使に任命。６　４人の
選手が俵をつなぎ、笑顔でゴール。７　市内小
学生も鉦

かねたた

叩き少年隊として行列に参加。８　た
いまつ片手に夜の九日町に登場した武者軍団。

９　目の前を疾走する人馬に歓声。10　球磨商
高の生徒が企画・運営したスタンプラリーとク
イズラリーも大好評。11　葦

あしきた

北鉄砲隊や長崎街
道保存会など人吉球磨以外からも友軍が参加。
12　人吉高と球磨工高の弓道部同士の対抗戦と
なった流鏑舟。

子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
！

Ｊジ

ン
Ｉ
Ｎ
ク
マ
レ
ン
ジ
ャ
ー
も
登
場

まつりに華を添えた
　　　　　　人吉キャンペーンレデイ
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（前文）
　私たちのふるさと、人吉市には、人吉球磨の山々と清流球磨川水系、相良700年の歴史が育んだ文
化財や地場産業、比類なき価値を持つ肥薩線産業遺産群という世界に誇れる３つの宝物がある。これ
らはまさに、自然環境と文化産業等の人間生活を調和させてきた先人の営みの賜

たまもの

物である。このよう
な恵まれた地域資源を最大限に活

い

かし、活気と賑
にぎ

わいの中で、市民みんなが健康で笑顔で暮らせるこ
とが、私たちのまちづくりの理念である。
　私たちには、これまで受け継いできた美しい自然や歴史という宝物を次世代に引き継ぎ、さらに今
後、未来へ向けて守っていく責務がある。
　しかしながら、今日、人間の活動が環境への負荷となり、山や川を荒廃させ、自然環境の破壊につ
ながる事態や、向こう三軒両隣の精神及

およ

び思いやりに欠ける迷惑行為が生活環境を悪化させる問題が
生じている。また、資源やエネルギーの浪費などの環境を顧みない活動が地球温暖化につながり、異
常気象による災害の発生という形で私たちに降りかかってきている。
　私たちは、自らが自然の生態系の一部であり、人吉市が地球の一部であることを強く認識しなけれ
ばならない。私たちがそれぞれの責務と役割を果たしていくとこにより、良好な環境の保全、回復及
び創造が図られ、持続的に発展できる社会づくりが可能となる。
　ここに、安らぎと潤いある快適な生活環境を確保し、自然環境と人間生活が共に輝く美しき千年都
市ひとよしの実現を目指して、この条例を制定する。

●市は、自然的または社会的条
件に応じた環境の保全に関する
施策を策定し、実施しなければ
ならない。

●市は、自らが行う全ての施策
の策定や実施に当たっては、環
境の保全に配慮するとともに、
環境への負荷の低減に努めなけ
ればならない。

●市は、環境の保全などに関す
る情報の収集・提供に努めるも
のとする。

●市は、市民や事業者、民間団
体、地域住民らによる環境の保
全のための自発的な活動が推進
されるため、必要な措置を講ず
るよう努めるものとする。

●市民等は、日常生活において、
生活排水などによる水質汚濁の
防止、資源やエネルギーの有効
利用、ごみの減量など良好な環
境づくりに努めるものとする。

●市民等は、環境美化活動や資
源回収活動などの環境保全に関
する活動への積極的な参加に努
めるとともに、市が実施する環
境保全に関する施策に協力する
ものとする。

●市民等は、地域において良好
な近隣関係の形成に努めるとと
もに、協力して安全安心で快適
な地域環境づくりを行うものと
する。

●事業者は、その事業活動に関
し、環境への負荷の低減と環境
保全に自ら進んで努めるととも
に、公害の防止、廃棄物の適正
処理、環境の保全などのために、
自らの責任と負担で必要な措置
を講じなければならない。

●事業者は、関係法令、条例、
規則などを遵

じゅんしゅ

守するとともに、
市が実施する環境保全に関する
施策に協力するものとする。

●事業者は、地域で良好な近隣
関係が形成できるように、良好
な環境づくりに配慮し、環境保
全に関する紛争が生じたときは、
その解決に努めるものとする。

●事業者は、地域において良好
な環境を創造するために協力す
るものとする。

こ
れ
ま
で
人
吉
市
で
は
、
第
５

次
人
吉
市
総
合
計
画
に
基
づ

き
、「
市
民
み
ん
な
が
健
康
で
笑
顔

で
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
を
ま
ち
づ
く
り

の
理
念
と
し
て
掲
げ
、
将
来
都
市
像

「
自
然
と
相
良
文
化
が
輝
く
美
し
き

千
年
都
市
ひ
と
よ
し
」
を
目
指
し
て

取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
近
年
、
私
た
ち
が
世
界
に
誇
る

宝
物
で
あ
る
「
人
吉
球
磨
の
山
々
と

清
流
球
磨
川
水
系
」
で
も
、
山
や
川

の
荒
廃
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ポ
イ
捨
て
、
ご
み
の
分
別
の
不
徹

底
、
野
焼
き
な
ど
の
迷
惑
行
為
は
生

活
環
境
の
悪
化
に
つ
な
が
り
、
美
し

い
ふ
る
さ
と
を
台
無
し
に
し
ま
す
。

資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
無
駄
遣
い
は

地
球
温
暖
化
を
引
き
起
こ
し
、
異
常

気
象
に
よ
る
災
害
と
い
う
形
で
私
た

ち
に
返
っ
て
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
人
吉
市
で
は
、３
月
に「
人

吉
市
環
境
基
本
条
例
」
を
制
定
し
、

４
月
１
日
に
施
行
し
ま
し
た
。
こ
の

条
例
は
、
人
吉
市
が
目
指
す
環
境
の

あ
る
べ
き
姿
を
明
確
に
し
、
そ
の
た

め
に
、
市
、
市
民
等
（
市
内
に
居
住
、

滞
在
、
通
過
す
る
者
）、
事
業
者
（
市

内
で
事
業
活
動
を
行
う
者
）
が
す
べ

き
こ
と
や
努
力
す
る
こ
と
な
ど
を
明

文
化
し
た
も
の
で
す
。

　

平
成
25
年
度
は
、
こ
の
基
本
条
例

を
基
に
、
本
市
が
環
境
政
策
を
推
進

し
て
い
く
た
め
の
具
体
的
な
目
標
や

方
向
性
な
ど
を
定
め
た
「
環
境
基
本

計
画
」
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

人吉市環境基本条例（要旨・抜粋）

市の責務市民等の責務事業者の責務

未来へつなごう私たちの宝
特 集

～人吉市環境基本条例を制定しました～

　 条例制定の背景
国が平成５年に環境基本法を制定後、全国の都道府県や市町村で制定が進められてきた環境基本条例。人吉市でも、
目指すべきまちの姿を明確にし、環境政策の基本方針を示すため、人吉市環境基本条例を制定しました。

【問合せ】　市環境課環境衛生係（☎２２－２１１１内線２７１１）

特 集 未来へつなごう私たちの宝
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　以前から胸川沿いの草刈りを個人で行っていた槻
つ き ぎ

木孝
たかよし

祥さん
に賛同し、胸川流域の東間上・東間下・南・寺・田・麓町の有
志が集って昨年結成したのが「胸川瀬音の会」です。同会は、
川の美化活動を行うボランティアを支援する熊本県の事業「マ
イ・リバー・サポート」を受けて活動。　
　草刈り作業は、春から秋にかけて毎月一回実施。間橋から大

手橋まで、胸川沿いの堤防約1.1
㌔㍍の区間内で草刈りや除草作
業に汗を流します。現在のメン
バーは16人ですが、今後は若い
メンバーを増やし、子どもたち
にも活動を広げたいそうです。

　大畑小学校では毎週水曜日を「クリーン作戦の日」とし、児童
は通学路に落ちたごみや空き缶などを拾いながら登校しています。
学期に一度は特別日課を設け、「大クリーン作戦」も実施。児童た

ちは班に分かれ、学校周辺のごみ拾いを行っています。また、
毎週火曜日は「リサイクルデー」。廃油やペットボトル

キャップなどを回収する日です。
毎朝行う「朝のボランティア活動」では、
登校した児童が次々に掃除道具を手に
校庭を清掃。以前は６年生だけの取り
組みでしたが、今では全学年に広がっ

ています。

　昭和20年、現在の中川原にあった食堂に生まれたという岩﨑
さんにとって、大橋は思い出深い橋。現在の橋が架かった平成
20年から、大橋の清掃活動をしています。トレードマークの黄
色いベストは、活動を知った近所の方からのプレゼント。背中の
「クリーン大橋」の文字は奥さまが書かれました。
　清掃はほぼ毎日。街灯のクモの巣を払ったり、たもとの歌碑を

磨いたりと、すみずみまで約１時
間半かけて行います。「最近は顔を
覚えられ、いろんな方から声を掛
けられます。もうやめられないで
すね」。応援を励みに、今日も大橋
に向かいます。

　南泉田町老人クラブの清掃活動は月２回。10日は大信寺
と菅原天満宮、20日には町内全域を清掃しています。長年
続く清掃活動のため町内のごみは少なくなりましたが、「一
見きれいなようですが、植え込みの中に投げ込んであるごみ
が多い。だいたい捨ててある場所は分かります」と参加者は
厳しくチェック。
　とはいえ、皆さんが集まると会話も弾みます。清掃活動
の途中で会った近所の人と立
ち話になることもありますが、
それも楽しみの一つ。清掃活
動が、町内のコミュニケーショ
ンにも一役買っています。

　「地域貢献の一環として、支店の前だけでなく水の手橋を
渡って対岸まで清掃しています。ここは球磨川と人吉城跡が
見える、人吉を代表する景色のひとつですから」と話す支店
長の片山さん。
　毎週金曜日の朝、いつもより早めに出勤した職員の皆さん
は、ほうきを手に支店前から水の手橋までを清掃します。ちょ
うど通勤・通学時間ということもあり、すれ違う人には爽や

かにあいさつ。職員の多くは
人吉球磨以外の出身者だそう
ですが、清掃活動で顔を覚え
られ、声を掛けてもらうこと
もあるそうです。

胸川瀬音の会の皆さん

熊本中央信用金庫 人吉支店の皆さん

岩﨑 初
は つ と し

年さん

南泉田町老人クラブ「緑
りょくせんかい

泉会」の皆さん

大畑小学校の皆さん

おしゃべりも楽しめて、運
　動にもなって一石三鳥！

朝からまちがきれいになって、
仕事のやる気もアップします！

大好きな学
校をきれい

に

するのは楽
しいです！

思
い
出
の
大
橋
を

守
り
続
け
ま
す
！

 　きれいなふるさと守り隊！
「きれいなふるさとを、いつまでも」そんな思いから、人吉市では個人や団体、町内、学校、事業者などたく
さんの人たちがボランティアで美化活動に取り組んでいます。その中から、今回は５組の皆さんを紹介します。

メンバーを増
やし、この活

動を

　　広げてい
きたいです！

特 集 未来へつなごう私たちの宝
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環境を守るのは、市民一人一人の行動です。

に
住
ん
で
い
た
犯
罪
者
が
出
て

い
っ
た
。
今
で
は
と
て
も
き
れ
い

な
街
に
な
り
、
多
く
の
観
光
客
が

訪
れ
て
い
ま
す
。

　

花
が
植
え
て
あ
る
、
不
法
投
棄

が
な
い
、
放
置
自
転
車
が
な
い
。

そ
う
い
う
街
で
は
犯
罪
が
起
こ
り

に
く
い
も
の
で
す
。
つ
ま
り
、
い

い
環
境
を
保
つ
と
、
治
安
も
よ
く

な
る
。
そ
う
い
う
ま
ち
に
人
は
集

ま
り
ま
す
。
環
境
を
よ
く
す
る
こ

と
は
、
治
安
や
観
光
に
も
関
係
し

て
い
る
の
で
す
。

美
し
い
ま
ち
を
未
来
へ

　

基
本
条
例
と
い
う
の
は
、
決
し

て
市
民
の
皆
さ
ん
の
行
動
を
規
制

し
て
縛
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
今
後
は
よ
り
具
体
的
な
基
本

計
画
と
個
別
条
例
を
作
っ
て
い
き

ま
す
が
、「
み
ん
な
で
い
い
ま
ち

を
つ
く
り
上
げ
て
い
こ
う
」
と
い

う
の
が
基
本
条
例
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
は
、
ぜ
ひ
一
度

条
例
を
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
身
近
な
環
境
を
見
直
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。「
や
っ
ぱ
り

人
吉
は
い
い
ね
」
と
い
う
と
こ
ろ

も
あ
る
だ
ろ
う
し
、「
こ
こ
は
直

さ
な
い
と
い
け
な
い
」
と
い
う
と

こ
ろ
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ

か
ら
行
動
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

環
境
問
題
は
全
て
行
政
が
や
る

も
の
と
勘
違
い
さ
れ
が
ち
で
す

が
、
環
境
を
守
っ
て
い
く
の
は
市

民
一
人
一
人
の
行
動
で
す
。
人
吉

の
美
し
い
ま
ち
、
そ
し
て
美
し
い

地
球
を
未
来
に
つ
な
ぐ
た
め
に
、

自
分
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

人
吉
市
環
境
基
本
条
例
の
特
徴

　

環
境
基
本
条
例
は
、
市
が
環
境

政
策
を
進
め
て
い
く
う
え
で
基
本

と
な
る
、
国
で
い
う
と
憲
法
に
当

た
る
も
の
で
す
。
人
吉
市
の
環
境

基
本
条
例
に
は
、
と
て
も
地
域
の

特
徴
が
現
れ
て
い
る
と
言
え
ま

す
。
前
文
の
冒
頭
に
は
、「
球
磨

川
」「
相
良
７
０
０
年
の
歴
史
」「
肥

薩
線
」
と
い
う
言
葉
。
人
吉
の
人

た
ち
が
こ
の
３
つ
の
宝
を
大
事
に

し
、
自
然
環
境
だ
け
で
な
く
歴
史

や
文
化
、
産
業
も
含
め
て
環
境
と

し
て
と
ら
え
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
人
間
関
係

も
環
境
の
ひ
と
つ
で
す
。
市
民
や

事
業
者
の
責
務
に
「
良
好
な
近
隣

関
係
の
形
成
」
と
あ
り
ま
す
が
、

人
間
関
係
に
ま
で
触
れ
て
い
る
と

い
う
の
も
特
徴
的
で
す
。

　

人
間
が
生
き
て
い
く
限
り
、
関

わ
る
全
て
の
こ
と
が
〝
環
境
〞
で

す
。
人
吉
市
環
境
基
本
条
例
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
環
境
を
考
え

た
条
例
だ
と
言
え
ま
す
。

環
境
が
ま
ち
に
及
ぼ
す
効
果

　

環
境
が
い
い
と
、
治
安
も
よ
く

な
り
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

ハ
ー
レ
ム
は
、
か
つ
て
と
て
も
危

険
な
地
域
で
し
た
が
、
徹
底
し
て

き
れ
い
に
し
た
。
す
る
と
、
そ
こ

人吉市環境審議会会長

篠原 亮太 熊本県立大学名誉教授

環境基本条例制定に携わった人吉市環境審議会会長の篠原亮太熊本県立大学名誉教授に、人吉市環境基本条
例に込められた思いと、私たちが今やるべきことを聞きました。

　熊本県では、川の生き物や水質を調べる「みんなの川の環境調査」に参
加していただける団体を募集しています。どのような水生生物が生息して
いるかを調べ、身近な川の水環境を調査してみませんか？
調査日　6～ 10月のうち希望する日
調査内容　①水生生物調査、②水質簡易調査
調査場所　各団体で身近な川や水路を選定
募集団体　環境保全団体、地域団体、小学校など（原則10人以上）
申込方法　申込用紙に必要事項を記入し、郵送、ファクスまたは電子メー
ルで実施日の1か月前までにお申し込みください。申込用紙は県ホームペー
ジ（http://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/43/）に掲載しています。
その他　主な調査道具は保健所などから貸し出します。必要であれば保健所から出張指導も可能です。
申込・問合せ　熊本県環境保全課（☎096-333-2271　FAX096-387-7612）

　６月５日は環境の日です。これは、1972年６月５日からストックホルムで
開催された「国連人間環境会議」を記念して定められたものです。また、平成
３年度から６月の１カ月間を「環境月間」とし、全国でさまざまな行事が行わ
れています。
　人吉市でも、環境月間とその前後に町内会を中心とした環境美化活動などが
予定されています。ぜひご参加ください。

　人吉市は、身近なところに球磨川水系の中小河川の水を利用する
ために造られた溝（水路）があり、古くから水の恵を受けてきました。
　そのうち、御

おみぞ

溝は、江戸時代に球磨川支流の万江川の水を相良氏
の下屋敷（現在の国民宿舎くまがわ荘）へ送るために造られた水路
で、井ノ口町から相良町まで、幅２～４㍍ほどの水路がつながって
います。お殿様が使われる水ということで「御」という敬称が冠さ
れ、たいへん大事にされていたそうです。現在でも農業用水やちょっ
とした洗いものに利用され、ホタルやメダカなどが生息する自然豊
かな河川です。
　しかし、川幅が狭くなるところでは、空き缶やペットボトル、剪
定枝葉などのごみが水の流れを止めてしまうことがあります。そし
て、大雨時には洪水（浸水被害）の原因になることもあります。
　市内の中小河川、水路は球磨川につながっています。きれいな川
を守り、うるおいと安らぎの場として次の世代に引き継ぐために、
川へのゴミの投げ捨てなどはやめましょう。

６月は環境月間です！

環境調査で川のことを学びませんか？

梅雨に向け、身近な川をきれいに！

美
し
い
ふ
る
さ
と
の
た
め
、

そ
し
て
地
球
の
た
め
、

私
た
ち
に
何
が
で
き
る
で
し
ょ

う
か
。

　

歯
磨
き
の
と
き
は
、
水
道
の

蛇
口
を
こ
ま
め
に
開
け
閉
め
。

洗
濯
は
、
お
風
呂
の
残
り
湯
で
。

し
っ
か
り
分
別
し
て
ゴ
ミ
を
出

し
、
天
気
が
い
い
日
は
徒
歩
や

自
転
車
で
通
勤
。
ク
ー
ラ
ー

は
28
度
に
設
定
し
、
職
場
で
は

ク
ー
ル
ビ
ズ
。
マ
イ
バ
ッ
グ
で

買
い
物
を
し
た
ら
、
食
事
は
作

り
す
ぎ
な
い
、
残
さ
な
い
…
…
。

　

節
電
、
節
水
、
ご
み
減
量
、

リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
、
普
段
の
生

活
の
中
で
で
き
る
こ
と
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
し
か
も
、
ど

れ
も
ち
ょ
っ
と
意
識
す
れ
ば
で

き
る
こ
と
。
そ
し
て
休
み
の
日

は
、
町
内
の
美
化
活
動
な
ど
に

参
加
す
れ
ば
、
ま
ち
も
気
分
も

す
っ
き
り
！

　

私
た
ち
の
上
に
広
が
る
空

は
、
世
界
中
で
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
市
内
を
流
れ
る
球
磨
川

は
、
大
き
な
海
に
流
れ
出
ま

す
。
私
た
ち
一
人
一
人
の
行
動

や
私
た
ち
が
暮
ら
す
人
吉
の
環

境
は
、
地
球
全
体
の
環
境
に
関

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
あ
、
ふ
る
さ
と
の
た
め
地

球
の
た
め
、
行
動
を
起
こ
す
の

は
、
今
で
す
。

　 私たちにできること
私たちの宝物である美しいふるさとを未来につなぐために、できることは何でしょうか。６月は環境月間
です。この機会に考え、できることから行動を起こしましょう！

人吉市ホームページから 検 索人吉市環境基本条例 で検索！

※人吉市環境基本条例は、市ホームページ（http://www.city.hitoyoshi.lg.jp/）でご覧いただけます。

梅
雨
時
期
に
は
ご
み
が

梅
雨
時
期
に
は
ご
み
が

洪
水
の
原
因
に
な
り
ま
す
！

洪
水
の
原
因
に
な
り
ま
す
！
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長い間お疲れさまでした
くま鉄引退列車清掃

国体の成功を祈り 鮎跳ねる
鮎の稚魚放流・川の環境を考える学習会

懐かしの二輪車が大集合
第6回オールドバイクミーティングin人吉

　
「
第
６
回
オ
ー
ル
ド
バ
イ
ク
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
in
人
吉
」
が
４
月
28
日
に
石
野

公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に

は
、
１
９
５
０
〜
８
０
年
代
に
製
造
さ

れ
た
も
の
を
中
心
に
、
懐
か
し
い
バ
イ

ク
が
九
州
中
か
ら
大
集
合
。
自
転
車
に

エ
ン
ジ
ン
を
付
け
た
よ
う
な
バ
イ
ク
か

ら
外
国
の
大
排
気
量
の
バ
イ
ク
ま
で
約

１
０
０
台
が
並
び
、
訪
れ
た
愛
好
者
た

ち
は
写
真
撮
影
や
バ
イ
ク
談
義
に
夢
中

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
長
の
堤
田
さ
ん
は
「
今
日

は
愛
好
者
が
大
切
に
手
入
れ
し
た
自
慢

の
１
台
を
披
露
す
る
晴
れ
の
日
で
す
。

今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

４
月
26
日
、
く

ま
川
下
り
発
船
場

付
近
で
人
吉
東
小

の
５
年
生
84
人

が
、
鮎
の
稚
魚
約

１
万
６
千
匹
を
放

流
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
来
年
の
秋
に

球
磨
川
で
開
催
さ

れ
る
「
長
崎
が
ん

　

平
成
元
年
か
ら
く
ま
川
鉄
道
の
ビ
ー

ル
列
車
な
ど
で
活
躍
し
て
き
た
イ
ベ
ン

ト
列
車
２
両
が
、
来
年
の
２
月
に
役
割

を
終
え
ま
す
。
５
月
５
日
、
そ
の
引
退

車
両
に
25
年
の
感
謝
を
込
め
て
、
親
子

連
れ
な
ど
が
人
吉
駅
構
内
で
清
掃
を
行

い
ま
し
た
。
く
ま
川
鉄
道
株
式
会
社
が

企
画
し
た
も
の
で
す
。

　

参
加
し
た
15
人
が
内
壁
や
窓
、
最
も

汚
れ
る
手
す
り
部
分
、
外
壁
な
ど
を
丹

念
に
拭
き
上
げ
る
と
、
車
両
は
ピ
カ
ピ

カ
に
。
宮
崎
市
か
ら
参
加
し
た
男
性
は

「
く
ま
川
鉄
道
は
、
の
ど
か
で
好
き
な

路
線
。『
今
ま
で
ご
苦
労
さ
ま
』
と
い

う
気
持
ち
を
込
め
て
そ
う
じ
を
し
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

感謝を込め車両を清掃する参加者

年代順に並べられたバイクに見入る来場者

鮎の稚魚を放流する児童

おちょこ片手に焼酎巡り
球磨焼酎ひとよしほろよい歩き

ウォークラリーも初開催
人吉ふれあい100円商店街

　

商
店
街
全
体
を
１
０
０
円
シ
ョ
ッ
プ

に
見
立
て
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
１
０
０

円
の
商
品
が
店
頭
に
並
ぶ
「
人
吉
ふ
れ

あ
い
１
０
０
円
商
店
街
」
が
５
月
18
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
４
回
目
と
な
る

今
回
も
、
し
ょ
う
ゆ
店
に
着
物
が
並
ん

だ
り
カ
メ
ラ
店
に
ス
イ
ー
ツ
が
並
ん
だ

り
と
、
ユ
ニ
ー
ク
な
商
品
が
ず
ら
り
。

68
店
舗
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
初
め
て
「
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
＆

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
」も
開
催
。店
舗
を
回
っ

て
ス
タ
ン
プ
を
集
め
、
ビ
ン
ゴ
の
列
が

そ
ろ
う
と
「
き
じ
馬
ス
タ
ン
プ
」
の
ポ

イ
ン
ト
が
も
ら
え
る
と
あ
っ
て
、
参
加

者
は
カ
ー
ド
を
片
手
に
歩
き
な
が
ら
買

い
物
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

中に宝石も入っているあめ玉すくいゲームは大人気

若者の「働きたい」を応援！
ひとよし・くま若者サポートステーションオープン

い～っぱい採れました♪
人吉市梅園梅狩り

中青井町にオープンした事務所梅の実に手を伸ばす女の子

地元の手で歴史的庭園が復活
お庭御覧

　

市
内
に
あ
る
歴
史
的
日
本
庭
園
の
価

値
や
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て
、
歴
史
遺

産
と
し
て
評
価
す
る
「
お
庭
御
覧
」
が
、

５
月
25
日
に
井い

の
く
ち口

八
幡
神
社
の
庭
園
を

舞
台
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

作
庭
家
・
野
村
勘
治
氏
の
指
導
の
も

と
井
ノ
口
・
合
ノ
原
町
内
会
な
ど
70
人

以
上
が
植
栽
の
手
入
れ
や
石
組
み
の
清

掃
な
ど
を
実
施
。
約
２
時
間
の
作
業
を

終
え
る
と
、
茂
み
に
隠
れ
て
い
た
築
山

や
石
組
み
が
往
時
の
姿
を
現
し
、
野
村

氏
は
「
派
手
さ
は
な
い
が
心
が
静
か
に

な
る
空
間
。
御み

た
ち館

跡
庭
園
と
の
共
通
性

も
見
え
る
」
と
評
さ
れ
ま
し
た
。

　

翌
26
日
に
は
、
市
内
10
カ
所
を
巡
る

歴
史
的
庭
園
巡
り
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

手入れ後、往時の姿を現した庭園。右下は作業前の様子

　

５
月
25
・
26
日
に
人
吉
市
梅
園
の
一
部
が
一
般
開
放
さ
れ
、
訪
れ
た
２
０
５
組

４
３
６
人
が
梅
狩
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
同
梅
園
は
広
さ
７
・
５
㌶
。
斜
面
に
沿
っ

て
約
４
６
０
０
本
の
梅
の
木
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

梅
の
着
果
量
が
例
年
よ
り
多
め
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
25
日
の
受
付
開
始
時
に

は
30
人
以
上
が
並
ぶ
大
盛
況
。
園
内
で
は
家
族
連
れ
や
友
達
同
士
が
、
た
わ
わ
に

実
っ
た
梅
の
実
を
次
々
と
ち
ぎ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

多
良
木
町
か
ら

親
子
３
人
で
訪
れ

た
女
性
は
、「
採
っ

た
梅
で
ジ
ャ
ム
や

梅
干
し
を
作
り
た

い
」と
笑
顔
。採
っ

た
梅
は
１
㌔
㌘
当

た
り
２
０
０
円
で

販
売
さ
れ
ま
し

た
。

ば
ら
ん
ば
国
体
カ
ヌ
ー
競
技
」の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

球
磨
川
漁
業
協
同
組
合
か
ら
鮎
の
生
態
を
学
ん
だ
後
、
子
ど
も
た
ち
は
鮎
の

稚
魚
が
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
そ
っ
と
球
磨
川
の
水
面
へ
。
す
る
と
元
気
な
稚
魚
が

踊
り
出
す
よ
う
に
球
磨
川
へ
と
飛
び
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
人
吉
市
カ
ヌ
ー
協
会
に
よ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
や
、
川
の
環

境
を
考
え
る
学
習
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
悩

み
を
抱
え
る
若
者

を
対
象
に
、就
労
・

学
習
を
支
援
す
る

「
ひ
と
よ
し
・
く

ま
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

が
５
月
10
日
、
中

青
井
町
に
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

　

同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
厚
生
労
働
省
と
県
の
委
託
事
業
で
、
熊
本
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
く
ま
も
と
学
習
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
運
営
。
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
や
社
会
福
祉
士
な
ど
の
専
門
家
が
個
人
の
状
況
に
合
わ
せ
て
相
談
に
応
じ

ま
す
。
県
内
の
開
所
は
４
カ
所
目
。
相
談
は
無
料
で
、
相
談
時
間
は
平
日
の
午

前
10
時
〜
午
後
４
時
で
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
☎
㉒
２
７
７
０
、
電
子
メ
ー
ル
：

hitoyoshisapoute@
blue.ocn.ne.jp 

ま
で
。

が
付
き
、
焼
酎
を

５
杯
ま
で
試
飲
で

き
ま
す
。
企
画
を

担
当
し
た
有
村
さ

ん
は
「
観
光
客
に

巡
っ
て
も
ら
い
、

地
元
の
人
と
の
会

話
も
楽
し
ん
で
ほ

し
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

お
ち
ょ
こ
を
片
手
に
街
を
歩
き
な
が
ら
球
磨
焼
酎
が
楽
し
め
る
「
ひ
と
よ
し
ほ

ろ
よ
い
歩
き
」
が
４
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
市
内
の
観
光
関
係
者
ら
で
つ
く
る

「
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム
21
委
員
会
」
が
、
球
磨
焼
酎
や
人
吉
温
泉
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に

企
画
し
た
も
の
。

　

旅
館
や
飲
食
店
な
ど
14
店
舗
が
参
加
し
、
各
店
２
銘
柄
ず
つ
全
28
蔵
元
の
球
磨

焼
酎
を
用
意
。
１
枚
５
０
０
円
の
チ
ケ
ッ
ト
に
は
専
用
の
お
ち
ょ
こ
２
個
と
地
図各店２銘柄の球磨焼酎を用意
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八代 段 坂本 葉木 鎌瀬 瀬戸石 海路 吉尾 白石 球泉洞

植
村

大
隅
横
川

栗
野

吉
松

真
幸

大
畑

人
吉

西
人
吉

渡

那
良
口

霧
島
温
泉

嘉
例
川

中
福
良

表
木
山

日
当
山

隼
人

一勝地

矢
岳

た
め
の
機
器
や
排
水
ポ
ン
プ
も
導

入
さ
れ
ま
し
た
。
真
幸
か
ら
矢
岳

ま
で
は
機
械
や
道
具
類
の
運
搬
の

た
め
の
軌
道
が
敷
設
さ
れ
ま
し
た

が
、
材
料
の
れ
ん
が
は
近
く
の
工

場
で
製
造
し
、
石
材
や
木
材
は
付

近
の
山
か
ら
、
砂
は
真
幸
川
か
ら

と
主
に
現
地
で
調
達
さ
れ
ま
し

た
。

　

矢
岳
第
一
ト
ン
ネ
ル
入
り
口
の

上
部
に
は
扁へ

ん
が
く額

が
掲
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
矢
岳
口
に
は
着
工
時
の

逓て
い
し
ん信

大
臣
・
山や

ま
が
た県

伊い
さ
ぶ
ろ
う

三
郎
が
書
い

た
「
天て

ん
け
ん
じ
ゃ
く
い

険
若
夷
（
ト
ン
ネ
ル
開
通

に
よ
り
天
下
の
難
所
が
平
地
の
よ

う
に
通
る
こ
と
が
で
き
る
）　

明

治
四
十
年
五
月
」、
真
幸
口
は
完

成
時
の
鉄
道
院
総
裁
・
後
藤
新し

ん
ぺ
い平

の
「
引い

ん
じ
ゅ
う
ち
え
ん

重
致
遠
（
ト
ン
ネ
ル
開
通

に
よ
り
重
い
も
の
を
遠
く
へ
運
搬

で
き
る
）　

明
治
己き

酉ゆ
う

夏
七
月
題
」

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

当
時
の
関
係
大
臣
が
書
い
た
扁

額
を
ト
ン
ネ
ル
に
掲
げ
る
と
い
う

行
為
が
、
矢
岳
第
一
ト
ン
ネ
ル
の

掘
削
が
難
工
事
で
あ
っ
た
こ
と

と
、
国
の
威

信
を
か
け
た

工
事
で
あ
っ

た
こ
と
の
両

方
を
物
語
っ

て
い
ま
す
。

世 界 遺 産 へ世 界 遺 産 へ
肥薩線、世界遺産への道―。肥薩線、世界遺産への道―。 矢岳第一トンネル

vol.11

地域の宝・肥薩線を世界へ―。
100年の歴史を持つ肥薩線の鉄道遺産を紹介します。

　

矢
岳
駅
を
過
ぎ
る
と
列
車
は
す

ぐ
に
矢
岳
第
一
ト
ン
ネ
ル
に
入
り

ま
す
。
総
延
長
は
２
０
９
６
㍍

で
、
肥
薩
線
で
は
一
番
長
い
ト
ン

ネ
ル
で
す
。
ほ
か
の
ト
ン
ネ
ル
と

同
様
に
れ
ん
が
や
石
材
で
造
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
矢
岳
第
一
ト

ン
ネ
ル
は
規
模
、
装
飾
性
共
に
群

を
抜
き
、
重
厚
感
あ
ふ
れ
る
存
在

で
す
。
施
工
は
鹿
島
組
（
現
在
の

鹿
島
建
設
）が
請
け
負
い
ま
し
た
。

明
治
39
年
９
月
、
宮
崎
県
の
真ま

さ
き幸

側
か
ら
工
事
に
着
手
。
矢
岳
側
も

翌
年
６
月
に
着
工
し
、
貫
通
し
た

の
は
明
治
42
年
５
月
で
し
た
。
こ

の
年
の
11
月
21
日
に
は
、
山
線
の

人
吉
―
吉
松
間
が
開
通
。
日
本
を

縦
断
す
る
鉄
道
網
が
完
成
し
た
の

で
す
。

　

人
吉
か
ら
矢
岳
ま
で
は
急
勾
配

を
登
っ
て
き
ま
し
た
が
、
矢
岳
か

難
工
事
の
末
に
完
成
し
た

肥
薩
線
を
代
表
す
る
ト
ン
ネ
ル

市自治振興課肥薩線世界遺産推進室（☎22-2111内線2221）
肥薩線を未来へつなぐ協議会ホームページ　http://www.hisatsusen.com/

矢岳第一トンネル真幸口に
ある「引重到遠」の扁額

町内嘱託員・町内会長嘱託員連合会役員を紹介します。
よろしくお願いします！ あなたのまちの町内会長さん

田中　照久
町内会長嘱託員連合会会長

　平成25年度の町内嘱託員総会・町内会長嘱託員連合会総会が５月24日に国民宿舎くまがわ荘で開催されました。
　本年度の１年間、広報配布や緊急の連絡といった市と町内をつなぐ仕事などをしていただく町内嘱託員と町内会
長嘱託員連合会役員の皆さんをご紹介します（敬称略）。
　田中連合会会長をはじめとする町内嘱託員の皆さん、よろしくお願いします。

【連合会会長】田中照久（蓑野町）
【副会長】吉田力(鍛冶屋町)、宮川康幸（上青井町）、稲田八郎（下漆田町）、
　　　　  山口眞一（宝来町）、山下三郎（下林町二区）
【書記】東一幸（東間上町）　【会計】犬童俊次（西間上町）
【監査】杉本仙一（上田代町）、内谷孝一（上原田町尾崎）

平成25年度　町内嘱託員一覧
町内会名 氏　名 町内会名 氏　名 町内会名 氏　名 町内会名 氏　名

上 新 町 宮
みやた

田　正
まさのぶ

信 駒 井 田 町 井
い で

手　三
さぶろう

郎 下 漆 田 町 稲
いなだ

田　八
はちろう

郎 下 林 町 前 村 前
まえむら

村  敏
と し お

夫
下 新 町 松

まつむら

村　三
みつ き

喜 上 青 井 町 宮
みやがわ

川　康
やすゆき

幸 東 漆 田 町 東
ひがし

　恭
きょうじ

司 下 林 町 仮 屋 白
しらいし

石　一
かず お

夫
南 願 成 寺 町 須

す え

恵　太
たろう

郎 中 青 井 町 中
なかむら

村  良
よしろう

郎 上 田 代 町 杉
すぎもと

本　仙
せんいち

一 下 林 町 二 区 山
やました

下　三
さぶろう

郎
北 願 成 寺 町 酒

さかい

井　征
せいた

太 下 青 井 町 吉
よしむら

村　政
まさひろ

浩 下 田 代 町 大
おおいし

石　正
まさひろ

廣 温 泉 町 猪
い こ

古　昭
あきひろ

洋
南 泉 田 町 中

なかやま

山　英
ひで し

志 西 間 上 町 犬
いんどう

童　俊
しゅんじ

次 大 畑 町 那
な す

須　俊
としのり

典 中 神 町 城 本 林
はやし

　茂
しげる

北 泉 田 町 苧
おぞの

園　孝
たかゆき

之 西 間 下 町 德
とくた

田　清
きよのり

則 大畑町柴笠 松
まつもと

本　廣
ひろ し

志 中 神 町 大 柿 大
おおかき

柿　末
すえよし

義
鬼 木 町 和

わ だ

田　成
なすお

生 東 間 上 町 東
ひがし

　一
かずゆき

幸 大 畑 麓 町 木
き の

野　賢
けんし

侍 中 神 町 小 柿 小
こかき

柿　秀
ひでよし

義
七 日 町 森

もりた

田　洋
ようすけ

介 東 間 下 町 丸
まるお

尾　勝
かつまさ

正 大畑麓町小川内 河
かわの

野　齊
せいか

可 中 神 町 段 大
おおかき

柿  友
ゆういち

一
五 日 町 市

いちはな

花　眞
ます み

澄 浪 床 町 黒
くろき

木　一
かずくに

宇 大 野 町 山
やまだ

田　覺
さとる 中 神 町 段 山 松

まつえ

江  勝
か つ と

人
二 日 町 田

た べ

部　定
さだし

志 七 地 町 多
た だ

田　彰
あきのり

範 矢 岳 町 高
たかせ

瀬　義
よしみ

三 中 神 町 馬 場 三
み き

木　茂
しげる

九 日 町 勘
か ん め ら

米良　孝
たかし 蓑 野 町 田

たなか

中　照
てるひさ

久 宝 来 町 山
やまぐち

口　眞
しんいち

一 下原田町瓜生田 栁
やなせ

瀨　龍
たつよし

義
大 工 町 宮

みやもと

本　重
しげ き

喜 蟹 作 町 岩
いわみ

見　征
せいじ

治 矢 黒 町 寺
てらもと

本　訓
くにただ

忠 下原田町西門 田
たなか

中　和
かずお

夫
紺 屋 町 渕

ふちき

木　精
せいじ

二 赤 池 原 町 福
ふくや

屋　吉
よしみつ

光 相 良 町 中
なかむら

村　雅
まさたか

孝 下 原 田 字 堀 橋
はしもと

本　巖
いわ ね

根
鍛 冶 屋 町 吉

よしだ

田　力
ちから 赤 池 水 無 町 西

にしだ

田　数
かずお

男 上薩摩瀬町 尾
おざき

﨑　正
まさひろ

博 下原田町荒毛 橋
はしもと

本　秀
ひで と

人
新 町 永

ながい

井　陸
むつお

雄 赤池水無町外園 赤
あかいけ

池　富
とみあき

昭 下薩摩瀬町 宮
みやがわ

川　勝
かつゆき

之 下原田町羽田 岩
いわさき

﨑　俊
しゅんいち

一
麓 町 椎

しいや

屋　明
あきよし

義 古 仏 頂 町 源
げじま

嶋　正
まさと

人 下 城 本 町 和
わ だ

田　榮
えいじ

司 下原田町上野 上
うえの

野　政
まさかず

和
南 寺 町 赤

あかさか

坂　忠
ただ お

勇 木 地 屋 町 小
こくら

倉　八
やひろ

廣 永 野 町 元
もとだ

田　國
くにひろ

博 下原田町嵯峨里 尾
おがた

方　政
まさみつ

光
田 町 原

はらぐち

口　英
えいいち

一 東大塚町桑木津留 松
まつのべ

延　光
みつとし

敏 上 戸 越 町 西
にし

　征
ゆき お

生 上原田町上原 上
うえはら

原　今
けさ ゆ き

朝幸
井 ノ 口 町 迫

さこだ

田　一
かずあき

秋 東 大 塚 町 島
しまづ

津　清
きよひろ

弘 下 戸 越 町 田
たなか

中　輝
あきら 上原田町牛塚 牛

うしつか

塚　吉
よしはる

春
合 ノ 原 町 月

つきあし

足　眞
まこと 西 大 塚 町 上

うえむら

村　利
としはる

治 鹿 目 町 鬼
おにつか

塚　伸
しんいち

一 上原田町尾崎 内
うちたに

谷　孝
こういち

一
瓦 屋 町 白

しらいし

石　信
のぶ お

雄 西大塚町高仁田 村
むらかみ

上　毅
たけし 上林町一区 新

しんむら

村　則
のりゆき

幸 上原田町菖蒲 菖
しょうぶ

蒲　健
けん じ

次
鶴 田 町 告

つげもと

本　正
まさひろ

廣 田 野 町 元
もとだ

田　宗
むねはる

治 上林町二区 石
いしばし

橋　辰
たつひこ

彦 上原田町馬草野 馬
まぐさ

草　賢
けんし

志
城 本 町 城

しろもと

本　雄
ゆう じ

二 上 漆 田 町 東
ひがし

　忠
ただひろ

寛 中林町 村
むらやま

山　了
りょうすけ

輔 上原田町尾曲 尾
おまがり

曲　義
よしあき

秋
※赤字の方は、本年度から新しく町内嘱託員になられた方です。

問合せ　市自治振興課自治支援係（☎２２－２１１１内線２２２５）

ら
真
幸
へ
は
下
り
勾
配
と
な
り
ま

す
。
し
か
も
水
分
を
多
く
含
ん
だ

地
質
の
た
め
、
工
事
は
常
に
湧
水

に
悩
ま
さ
れ
困
難
を
極
め
ま
し

た
。
資
材
を
運
ぶ
た
め
の
牛
が
溺

死
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ

る
ほ
ど
で
す
。
機
械
を
活
用
し
、

ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
た
め
の
作
業
抗

を
掘
削
し
て
資
材
搬
入
の
効
率
を

上
げ
、
工
事
の
た
め
の
発
電
所
も

設
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
長
い

坑
内
へ
の
空
気
の
送
風
と
排
気
の
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情報ひろば
あなたの暮らしに役立つ情報をお届けします

お
知
ら
せ

Ｈ
25
年
度
の
老
齢
基
礎
年
金
の

支
給
額
に
つ
い
て

児
童
手
当
の
現
況
届
は

６
月
28
日
㈮
ま
で
に
提
出
を

井
戸
水
な
ど
を
使
用
す
る
方
は

届
け
出
が
必
要
で
す

犬
の
登
録
＆
狂
犬
病

予
防
注
射
（
追
加
実
施
）

外
国
人
住
民
の
方
に
も

住
民
票
コ
ー
ド
を
付
番
し
ま
す

市役所（代表） ☎22－２１１１
カルチャーパレス ☎24－３３１１ スポーツパレス ☎22－１６８８ 水 道 局 ☎22－５４９７
保 健 セ ン タ ー ☎24－８４２０ 石 野 公 園 ☎22－６７００ 人吉城歴史館 ☎22－２３２４

４
月
〜
９
月
の
基
礎
年
金
額
＝

６
万
５
５
４
１
円
（
月
額
）

　

現
在
支
給
さ
れ
て
い
る
年
金

は
、
物
価
下
落
に
も
か
か
わ
ら
ず

年
金
額
を
据
え
置
い
て
あ
る
た

め
、
本
来
の
額
よ
り
２
・
５
％
高

い
水
準
で
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
将
来
世
代
の

年
金
確
保
や
世
代
間
の
不
公
平
を

な
く
す
た
め
、
平
成
25
年
度
か
ら

３
年
間
で
こ
の
水
準
を
解
消
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
25
年
10
月
以

降
（
12
月
支
払
い
分
以
降
）
の
年

金
額
は
こ
れ
ま
で
の
額
か
ら
1
％

引
き
下
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

八
代
年
金
事
務
所
（
☎

０
９
６
５

６
１
２
３
）、
市
保

険
年
金
課
国
保
年
金
係

　

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方

は
、
６
月
28
日
㈮
ま
で
に
現
況
届

を
市
福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
届
け
出
が
な
い
と
支
給
が
停

止
さ
れ
ま
す
。
該
当
者
に
は
書
類

　

井
戸
水
や
温
泉
水
を
公
共
下
水

道
へ
排
水
さ
れ
る
方
や
事
業
所

は
、
下
水
道
使
用
水
量
を
認
定
す

る
た
め
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

ま
た
、「
井
戸
水
を
使
っ
て
い
て

引
っ
越
し
た
（
家
族
の
一
部
の
異

動
を
含
む
）」「
井
戸
水
の
使
用
者

が
変
わ
っ
た
」「
井
戸
を
使
わ
な

く
な
っ
た
」「
井
戸
を
新
し
く
掘
っ

た
」
な
ど
の
場
合
も
、
忘
れ
ず
に

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

届
け
出
を
さ
れ
な
い
場
合
は
、

実
際
の
使
用
水
量
と
認
定
水
量
が

異
な
る
た
め
、
正
し
い
下
水
道
使

用
料
の
算
定
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
下
水
道
課

　

ま
だ
犬
の
登
録
を
し
て
い
な
い

方
や
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
て
い

な
い
方
は
、
必
ず
い
ず
れ
か
の
会

　

７
月
８
日
か
ら
外
国
人
住
民
の

方
に
つ
い
て
も
「
住
民
基
本
台
帳

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
」（
住

基
ネ
ッ
ト
）
の
運
用
を
開
始
す
る

た
め
に
住
民
票
コ
ー
ド
を
付
番
し

ま
す
。
対
象
の
方
に
は
、
住
所
地

に
「
住
民
票
コ
ー
ド
通
知
」
を
送

付
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
に
伴
っ
て
外
国
人

を
郵
送
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

印
鑑
、
厚
生
年
金
の
方
は
健
康
保

険
被
保
険
者
証
、
そ
の
ほ
か
必
要

に
応
じ
て
提
出
す
る
書
類
あ
り

※
６
月
期
の
児
童
手
当
は
６
月
７

㈮
に
指
定
の
金
融
機
関
の
口
座
に

振
り
込
み
ま
す
。

問
合
せ　

市
福
祉
課
児
童
福
祉
係

場　所 時　間

大畑コミセン ９:30 ～ 9:50

東間コミセン 10:05 ～ 10:35

市役所別館 10:50 ～ 11:30

西瀬コミセン 13:30 ～ 13:50

中原コミセン横広場 14:10 ～ 14:45

東西コミセン 15:00 ～ 15:30

場
で
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、「
登

録
と
予
防
注
射
の
接
種
」
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
犬

の
死
亡
、
所
有
者
・
住
所
の
変
更

な
ど
も
必
ず
市
環
境
課
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

期
日　

６
月
19
日
㈬

※
大
雨
な
ど
の
場
合
、
中
止
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

料
金　

予
防
注
射
＝
３
０
５
０
円

　
　
　

新
規
登
録
＝
３
千
円

問
合
せ　

市
環
境
課
環
境
衛
生
係

住
民
の
方
も
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
（
住
基
カ
ー
ド
）
の
交
付
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
こ
の
カ
ー
ド
は
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
に
優
れ
た
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
、

特
に
「
写
真
付
き
住
基
カ
ー
ド
」

は
公
的
な
証
明
書
と
し
て
も
利
用

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
「
住
民
基

本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
ま
た
は
「
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
総
合
情
報
サ

イ
ト
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
住
基
ネ
ッ
ト
と
は
、
住
民
の
利

便
性
向
上
と
国
や
市
町
村
の
事
務

の
合
理
化
の
た
め
に
、
各
市
町
村

の
住
民
基
本
台
帳
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
し
た
全
国
共
通
の
本
人
確
認

シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
す
。

問
合
せ　

市
市
民
課
市
民
係

平
成
25
年
度
労
働
保
険

年
度
更
新
の
お
知
ら
せ

　

平
成
25
年
度
の
労
働
保
険
年
度

更
新
手
続
き
は
、
６
月
３
日
㈪
か

ら
７
月
10
日
㈬
ま
で
で
す
。
事
業

主
の
方
は
次
の
い
ず
れ
か
で
申

告
・
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
熊
本
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

■
人
吉
労
働
基
準
監
督
署

■
日
本
銀
行
歳
入
代
理
店
の
金
融

機
関

■
郵
便
局

問
合
せ　

人
吉
労
働
基
準
監
督
署

（
☎
㉒
５
１
５
１
）

福祉台帳（災害時要援護者）登録受付中
　災害時に自力で避難ができないと思われる方（高齢者・障がい者など）は、福祉台
帳（災害時要援護者）に登録してください。登録された情報は、災害に備え防災機関
などで災害時の安否確認・避難・救助活動や防災訓練などに活用いたします。
登録方法　市福祉課（５番窓口）に置いてある申込書に記入し申し込んでください。
　　　　　登録には印鑑が必要です。
※すでに登録している方は、必要ありません。

助
た す

け愛
あ い

、支
さ さ

え愛
あ い

。
「災害時要援護者支え合いマップ」

をつくってみませんか？

地
震
や
台
風
な
ど
の
災
害
は

あ
る
日
突
然
襲
っ
て
き
ま

す
。
大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
直

後
な
ど
、
一
刻
を
争
う
と
き
に
最

も
頼
り
に
な
る
の
は
、
地
域
住
民

に
よ
る
支
え
合
い
で
す
。

市
で
は
、
住
民
参
加
に
よ
る

「
支
え
合
い
体
制
づ
く
り
」

の
方
法
と
し
て
、
災
害
時
だ
け
で

な
く
日
常
的
な
支
え
合
い
活
動
に

も
活
用
で
き
る
「
災
害
時
要
援
護

者
支
え
合
い
マ
ッ
プ
」
づ
く
り
の

取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

災
害
時
要
援
護
者
支
え
合
い

マ
ッ
プ
と
は
、

①
地
域
の
中
に
ど
の
よ
う
な
「
災

害
時
要
援
護
者
（
障
が
い
者
や
高

齢
者
な
ど
災
害
避
難
時
に
手
助
け

が
必
要
な
方
）」
が
住
ん
で
い
る

の
か
。

②
災
害
時
に
そ
の
方
を
誰
が
支
援

し
て
、
ど
こ
へ
ど
う
い
っ
た
ル
ー

ト
で
避
難
さ
せ
る
の
か
。

と
い
っ
た
情
報
を
書
き
入
れ
た
地

図
の
こ
と
で
す
。
地
域
の
皆
さ
ん

が
日
頃
か
ら
こ
の
よ
う
な
情
報
や

意
識
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
災
害

時
要
援
護
者
の
支
援
の
た
め
に
生

か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

出
前
講
座
と
し
て
市
福
祉
課

職
員
が
マ
ッ
プ
作
成
の
お

手
伝
い
を
し
ま
す
。
お
住
ま
い
の

町
内
会
で
「
支
え
合
い
マ
ッ
プ
」

を
作
成
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

小 小学生

要援護者情報（一部例）

中 中学生

一 肢体不自由者

視 視覚障がい者

65歳以上一人暮らし
など

【問合せ】市福祉課福祉政策係（☎２２－２１１１内線１１４２）

地図上にシールを貼り作成します。
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市
有
墓
地
の

実
態
調
査
を
し
て
い
ま
す

統
計
調
査
員
を

募
集
し
ま
す

男
女
共
同
参
画
作
品
募
集

〜
１
枚
の
は
が
き
に
想
い
を
込
め
て
〜

　

市
で
は
、
全
て
の
市
有
墓
地
に

つ
い
て
「
適
切
に
利
用
さ
れ
て
い

る
か
」、「
危
険
な
場
所
が
な
い
か
」

な
ど
の
調
査
と
、
利
用
者
の
把
握

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
の
委
託
業
者
が
、
墓
地
利
用

者
へ
の
調
査
票
配
布
、
墓
地
周
辺

に
お
住
ま
い
の
方
や
参
拝
中
の
方

に
聞
き
取
り
を
行
う
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

今
後
も
末
永
く
安
心
し
て
墓
地

を
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
ま

た
大
切
な
遺
族
が
眠
ら
れ
る
墓
地

で
の
事
故
な
ど
を
防
ぐ
た
め
、
調

査
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

市
環
境
課
環
境
衛
生
係

　

国
勢
調
査
や
就
業
構
造
基
本
調

査
、
工
業
統
計
調
査
な
ど
の
統
計

調
査
で
調
査
員
と
し
て
活
躍
し
て

い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
や
統
計
調

査
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。「
登
録
調
査

員
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
企
画
財
政
課
企
画
政

策
係

　

6
月
23
日
か
ら
29
日
ま
で
の
男

女
共
同
参
画
週
間
に
ち
な
ん
で
、

男
女
共
同
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
品

を
募
集
し
ま
す
。

　
「
男
女
で
つ
く
る
住
み
よ
い
社

会
」
を
テ
ー
マ
に
、
ひ
と
言
メ
ッ

セ
ー
ジ
や
絵
手
紙
、
イ
ラ
ス
ト
、

１
コ
マ
漫
画
で
あ
な
た
の
思
い
を

表
現
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格　

市
内
在
住
の
方
、
市

内
に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
方

応
募
方
法　

○
は
が
き
ま
た
は
、
は
が
き
大
の

用
紙
１
枚
に
作
品
１
点
と
し
、

郵
送
ま
た
は
直
接
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
お
一
人
何
点
で
も
応

募
で
き
ま
す
。

○
作
品
の
裏
に
、
郵
便
番
号
、
住

※CP：カルチャーパレス、SP：スポーツパレス

６
月
の
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

１
㈯
鮎
漁
解
禁

２
㈰

３
㈪
広
報
配
布

4
㈫

５
㈬

６
㈭

７
㈮
水
道
週
間
漏
水
調
査
（
駒
井
田
町
・

城
本
町
・
瓦
屋
町
の
一
部
）

８
㈯

９
㈰

10
㈪

11
㈫

12
㈬

13
㈭

14
㈮

15
㈯

16
㈰
イ
ク
メ
ン
講
座（
ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
）

17
㈪
広
報
配
布

18
㈫

19
㈬

20
㈭

21
㈮
お
で
か
け
九
ち
ゃ
ん
（
東
西
コ
ミ
セ

ン
）

22
㈯

23
㈰

24
㈪

25
㈫

26
㈬

27
㈭

28
㈮

29
㈯

30
㈰

催 

し 

物

人
吉
市
・
指
宿
市

子
ど
も
会
交
歓
会
開
催
！

「
お
で
か
け
九
ち
ゃ
ん
」
へ

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

初
夏
の
新
番
組

６
月
定
例
市
議
会

映
像
生
中
継

　

６
月
６
日
㈭
か
ら
初
夏
の
新
番

組
「
ほ
う
き
ぼ
し
と
た
な
ば
た
さ

ま
」
を
投
影
し
ま
す
。

あ
ら
す
じ　

名
前
も
な
い
ぼ
ん
や

り
し
た
小
さ
な
星
が
、
キ
ラ
キ
ラ

輝
く
星
た
ち
の
よ
う
に
な
り
た
い

と
つ
ぶ
や
い
た
。
そ
の
声
を
聞
い

た
彦
星
は
「
天
帝
に
願
い
を
か
な

え
て
も
ら
っ
た
ら
？
」
と
ア
ド
バ

イ
ス
。
2
人
は
天
帝
の
屋
敷
を
目

指
す
が
…
…
。

投
影
時
間

火
・
木
＝
午
後
２
時
〜

土
日
・
祝
日
＝
午
前
11
時
〜
、

　
　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜

料
金　

大
人
＝
２
１
０
円

　
　
　

小
中
学
生
＝
１
０
０
円

　
　
　

未
就
学
児
＝
無
料

※
番
組
入
れ
替
え
作
業
の
た
め
６

月
４
日
㈫
の
投
影
は
行
い
ま
せ

ん
。

※
団
体
投
影
に
つ
い
て
は
事
前
予

約
が
必
要
で
す
。

問
合
せ　

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス

　

会
期
中
は
、
各
校
区
の
コ
ミ
セ

ン
で
市
議
会
本
会
議
を
生
中
継
し

ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
映
像
を
配
信
し
ま
す
。

会
場　

東
西
、
東
間
、
大
畑
、
西

瀬
、
中
原
の
各
コ
ミ
セ
ン

　

各
会
場
で
行
事
が
あ
る
場
合
は

ご
覧
に
な
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

会
期
日
程
に
つ
い
て
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.

city.hitoyoshi.lg.jp/

（
議
会

情
報
↓
議
会
ラ
イ
ブ
中
継
）

問
合
せ　

市
契
約
管
財
課
情
報
シ

ス
テ
ム
係

募　
　

集

自
分
た
ち
で
成
人
式
を

作
り
ま
せ
ん
か
？

実
行
委
員
募
集

　

来
年
１
月
３
日
㈮
に
開
催
す
る

　

姉
妹
都
市
・
指
宿
市
の
子
ど
も

た
ち
と
交
歓
会
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

で
友
情
と
親
睦
を
深
め
、
思
い
出

を
作
り
ま
せ
ん
か
？

日
程　

７
月
30
日
㈫
・
31
日
㈬

場
所　

鹿
児
島
県
指
宿
市

内
容　

体
験
活
動
と
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
交
流

募
集
人
員　

市
内
の
小
学
５
年
生

＝
男
子
12
人
、
女
子
12
人
の
計
24

人
（
各
校
区
男
女
2
人
ず
つ
）

参
加
料　

６
千
円

応
募
条
件　

来
年
度
は
指
宿
市
の

児
童
を
ご
家
庭
に
受
け
入
れ
て
い

　

九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
「
ふ
れ
あ
い

広
場
」
が
あ
な
た
の
ま
ち
へ
出
張

し
ま
す
。
子
育
て
中
の
皆
さ
ん
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
日　

６
月
21
日
㈮

時
間　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所　

東
間
コ
ミ
セ
ン

内
容　

室
内
遊
び
「
雨
の
日
の
遊

び
」

対
象　

お
お
む
ね
3
歳
未
満
の
乳

幼
児
と
そ
の
保
護
者

申
込
・
問
合
せ　

ほ
っ
と
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
（
☎

９
５
６
６
）

愛
の
献
血
♥

健　
　

康

◆
６
月
20
日
㈭

【
人
吉
消
防
署
】

・
午
前
９
時
〜
正
午

【
マ
ル
シ
ョ
ク
人
吉
レ
ッ
ク
ス
店
】

・
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

◆
６
月
21
日
㈮

【
ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
人
吉
店
】

・
午
前
９
時
〜
正
午

【
球
磨
病
院
】

・
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

◆
６
月
28
日
㈮

【
人
吉
市
役
所
】

・
午
前
10
時
〜
正
午

・
午
後
１
時
〜
４
時

問
合
せ　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康

増
進
係

　市と熊本日日新聞社では、結婚50周
年を迎えられる金婚夫婦の表彰を行って
います。対象となるご夫婦は届け出をお
願いします。
対象となる夫婦　
市内在住で、昭和38年１月１日から12
月31日までの間に結婚された夫婦。ま
たは、それ以前に結婚し表彰を受けてい
ない夫婦。
届出内容　夫婦氏名、生年月日、満年齢、
結婚年月日、現住所、電話番号、印鑑
締切日　７月19日（金）
問合せ　市高齢者支援課高齢福祉係
　　　（☎２２－２１１１内線１２３１）

金婚夫婦表彰の対象者は
届け出をお願いします！

「
イ
ク
メ
ン
講
座
」
で

子
育
て
力
ア
ッ
プ
！

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

地
域
リ
ー
ダ
ー
研
修
生
募
集

講
座
・
教
室

　

子
ど
も
と
の
遊
び
方
が
わ
か
ら

ず
悩
ん
で
い
る
子
育
て
中
の
お
父

さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

事
前
研
修　

９
月
27
日
㈮

県
外
研
修　

10
月
下
旬
〜
11
月
中

旬
ご
ろ
（
３
泊
４
日
）

自
主
研
修　

11
月
〜
12
月

事
後
研
修　

平
成
26
年
１
月
中
旬

〜
下
旬
（
１
日
）

研
修
先　

９
月
ご
ろ
ま
で
に
決
定

対
象
者　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上

65
歳
未
満
の
方
で
全
て
の
研
修
に

意
欲
を
持
っ
て
参
加
で
き
る
方

応
募
方
法　

市
自
治
振
興
課
に
あ

る
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
締
切　

６
月
27
日
㈭
※
応
募

者
多
数
の
場
合
選
考

申
込
先　

市
自
治
振
興
課
男
女
共

同
参
画
推
進
室

問
合
せ　

く
ま
も
と
県
民
交
流

館
パ
レ
ア
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
９
６
‐
３
５
５
‐

１
１
８
７
）

期
日　

６
月
16
日
㈰

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
九

ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
（
九
日
町
16
）

内
容　

ふ
れ
あ
い
あ
そ
び

対
象　

０
〜
５
歳
児
と
父
親
・
祖

父
母

定
員　

10
人
程
度
（
要
予
約
）

申
込
・
問
合
せ　

ほ
っ
と
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
（
☎

９
５
６
６
）相　

　

談

ご
存
じ
で
す
か
？

人
権
擁
護
委
員
制
度

　

６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」
で
す
。
こ
の
日
を
中
心
に

人
権
尊
重
思
想
の
啓
発
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

人
吉
市
の
人
権
擁
護
委
員
は
次

の
方
々
で
す
。
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
何
で
も

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員

○
山や

ま
が
た縣 

仗じ
ょ
う
こ子
さ
ん
（
中
神
町
馬
場
）

○
豊と

よ
お
か岡 

正ま
さ
こ子
さ
ん
（
下
城
本
町
）

「
平
成
25
年
度
成
人
式
」
の
実
行

委
員
を
募
集
し
ま
す
。
本
市
の
成

人
式
は
、
毎
年
、
新
成
人
自
ら
が

実
行
委
員
と
な
っ
て
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

成
人
式
を
一
生
の
思
い
出
に
残

る
も
の
と
す
る
た
め
に
「
自
分
た

ち
の
成
人
式
づ
く
り
」
に
参
加
し

ま
せ
ん
か
？

対
象
者　

平
成
５
年
４
月
２
日
〜

平
成
６
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

申
込
締
切　

６
月
28
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

市
社
会
教
育
課

生
涯
学
習
係

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。
学
生
・
生
徒
・

児
童
の
方
は
学
校
名
と
学
年
も

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切　

７
月
26
日
㈮

賞
・
発
表　

入
賞
者
に
は
賞
状
と

副
賞
を
贈
呈
し
ま
す
。

問
合
せ　

市
自
治
振
興
課
男
女
共

同
参
画
推
進
室
（
〒
８
６
８
‐

８
６
０
１
麓
町
16
番
地
）

た
だ
き
ま
す
。

応
募
方
法　

町
内
の
子
ど
も
会
長

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切　

６
月
14
日
㈮
※
応
募

多
数
の
場
合
は
調
整
。

問
合
せ　

人
吉
市
子
ど
も
会
育
成

連
絡
協
議
会（
市
社
会
教
育
課
内
）

○
松ま
つ
も
と本 

善よ
し
た
ね胤
さ
ん
（
瓦
屋
町
）

○
大お

お
い
し石 

不ふ

き

お
器
夫
さ
ん
（
鶴
田
町
）

○
祝い

わ
い 

憲の
り
お生
さ
ん
（
温
泉
町
）

○
永な

が
た田 

榮え
い
こ子
さ
ん
（
老
神
町
）

問
合
せ　

熊
本
地
方
法
務
局
人
吉

支
局
（
☎
㉒
３
３
９
３
）
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消費生活
センター

です
人吉市消費生活センター
☎２２‒２１１１内線1215・1216

Consumption life center

応募・問合せ
〒 868-8601 人吉市麓町 16
総務課秘書広報係
（☎ 22‒2111 内線 2208）
Eメール
soumu@city.hitoyoshi.lg.jp

　このコーナーでは、皆さんが疑問
に思っている国民健康保険の仕組み
についてご紹介していきます。

国保
だより

市保険年金課国保年金係（☎２２－２１１１内線１２２１）

もっ
と分かりやすく！

ようこそ としょかんへ！

人吉市図書館
場　所：人吉カルチャーパレス内
開館日：火曜日～日曜日、祝日
休館日：月曜日（祝日に当たる
場合は、その翌日）、年末年始
（12月29日～１月３日）

３歳までの子どもの写真募集中！

問 図書館　☎２４‒３５１８

この本よかばい！

り
ま
す
。

③
休
日
・
夜
間
の
受
診
は
緊
急
時
を
除
き

控
え
ま
し
ょ
う

　

医
療
機
関
の
診
療
時
間
以
外
の
受
診

は
、
診
療
時
間
内
よ
り
医
療
費
が
高
く
な

り
ま
す
。
ま
た
、
緊
急
を
要
す
る
重
症
患

者
へ
の
対
応
に
支
障
が
出
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

④
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
活
用
し
ま

し
ょ
う

　

医
薬
品
に
は
、
厚
生
労
働
省
が
承
認
し

て
い
る
、
新
薬
と
同
様
の
効
能
で
安
価
な

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
あ
り
ま
す
。
新

薬
に
替
え
て
使
用
す
る
こ
と
で
自
己
負
担

額
も
軽
減
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
使
用
す

る
に
は
、主
治
医
へ
の
相
談
が
必
要
で
す
。

　

医
療
費
は
、
同
じ
治
療
で
も
安
易
に
ほ

か
の
病
院
を
受
診
し
た
り
、
休
日
・
夜
間

に
受
診
し
た
り
す
る
と
、
そ
の
額
が
増
え

ま
す
。
す
る
と
当
然
、
自
己
負
担
額
も
増

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
で
支
払
う
医
療
費
に
は

限
り
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
超
え
る
よ
う

な
場
合
は
、
財
源
を
確
保
す
る
た
め
に
、

皆
さ
ん
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
国
民
健
康

保
険
税
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
国
民
健
康
保
険
税
負
担
で
医

療
費
を
分
か
ち
合
う
仕
組
み
で
は
、
一
人

一
人
の
節
度
を
も
っ
た
受
診
が
必
要
で

す
。

　

医
療
費
の
額
は
、
患
者
の
症
状
に
応
じ

て
医
師
が
必
要
な
治
療
を
行
い
、
定
め
ら

れ
た
基
準
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
は
、
お
願
い
を
含
め
て
、
こ
の
医

療
費
を
必
要
な
と
き
に
無
駄
な
く
使
う
た

め
の
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
お
話
し
ま
す
。

①
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　

自
分
の
身
体
の
状
況
を
知
る
医
師
が
い

る
こ
と
は
、
大
変
心
強
い
こ
と
で
す
。
ま

た
、
症
状
に
応
じ
て
ほ
か
の
医
療
機
関
へ

の
紹
介
を
受
け
、
適
切
な
治
療
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
同
じ
症
状
や
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関

を
受
診
す
る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関
を
受
診

し
て
も
、
同
じ
よ
う
な
治
療
を
受
け
、
薬

も
同
じ
も
の
が
処
方
さ
れ
る
た
め
、
医
療

費
が
か
さ
み
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
薬
を
二

重
に
服
用
す
る
と
身
体
に
も
負
担
が
か
か

第10回

キョウリュウレンジャー
大好きです !! 闘いごっ
こに燃えてます。

おじいちゃん、おばあちゃ
んいつもありがとう。これ
からもたくさん遊んでね。

釉ねえねえ、冴ねえね
えいっぱい遊んでくれて
ありがとう。パパ大好き。

酒
さかい

井 祐
ゆうすけ

輔ちゃん 森
もり

 崇
そう ま

真ちゃん野
の だ

田 大
たい が

虎ちゃん
３歳（下城本町） ３歳（西間下町）１歳（駒井田町）
平成22年１月７日生 平成21年８月15日生平成23年７月20日生
克己パパ・涼子ママ 雅俊パパ・香織ママ佳典パパ・真奈美ママ

３歳までの子どもの写真募集中！

　

ス
ズ
メ
バ
チ
の
被
害
は
夏
か
ら
秋
に
集
中

し
ま
す
が
、
巣
作
り
を
始
め
る
今
の
時
期
か

ら
注
意
が
必
要
で
す
。
ス
ズ
メ
バ
チ
は
６
月

頃
に
な
る
と
、
女
王
バ
チ
が
一
匹
で
巣
を
作

り
始
め
ま
す
。
巣
の
大
き
さ
は
８
〜
10
㌢
㍍

く
ら
い
で
す
。
こ
の
段
階
で
は
働
き
バ
チ
は

数
匹
し
か
い
ま
せ
ん
が
、
働
き
バ
チ
が
増
え

る
と
だ
ん
だ
ん
巣
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
ス

ズ
メ
バ
チ
の
数
は
、
９
〜
10
月
頃
に
最
大
と

な
り
ま
す
。
巣
の
大
き
さ
は
直
径
30
〜
50
㌢

㍍
に
も
な
り
、
巣
の
中
に
は
最
大
で
３
０
０

匹
も
の
ハ
チ
が
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ス

ズ
メ
バ
チ
の
巣
は
危
険
で
す
。
個
人
で
の
駆

除
は
避
け
て
専
門
家
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

ス
ズ
メ
バ
チ
に
出
会
っ
た
ら

　

ス
ズ
メ
バ
チ
に
出
会
っ
た
ら
次
の
よ
う
な

こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
落
ち
着
い
て
姿
勢
を
低
く
し
て
、
後
ろ
の

安
全
を
確
認
し
な
が
ら
20
㍍
ほ
ど
後
ず
さ

り
し
て
か
ら
そ
の
場
を
離
れ
る
。

②
慌
て
て
手
を
振
り
回
し
た
り
、
大
声
を
出

し
た
り
急
に
動
い
た
り
し
な
い
。
敵
か
ら

攻
撃
さ
れ
た
と
思
い
襲
っ
て
き
ま
す
。

③
巣
に
石
を
投
げ
た
り
、
刺
激
し
な
い
。
集

団
で
攻
撃
し
て
き
ま
す
。

ス
ズ
メ
バ
チ
に
刺
さ
れ
な
い
た
め
に

　

夏
の
レ
ジ
ャ
ー
で
山
や
森
に
行
く
と
き

は
、次
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
白
っ
ぽ
い
服
や
黄
色
い
服
を
着
る
。
黒
い

色
は
ス
ズ
メ
バ
チ
の
攻
撃
目
標
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
黒
い
髪
に
も
反
応
し
ま
す
の

ス
ズ
メ
バ
チ
の
ト
ラ
ブ
ル

連絡先を忘れずに
で
帽
子
を
か
ぶ
り
ま
し
ょ
う
。

②
山
や
森
で
の
レ
ジ
ャ
ー
時
に
は
、
香
水
や

整
髪
料
の
使
用
を
控
え
る
。
ス
ズ
メ
バ
チ

の
攻
撃
フ
ェ
ロ
モ
ン
と
似
た
成
分
が
含
ま

れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

③
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
を
着
用
す
る
。
刺
さ
れ

て
も
被
害
が
少
な
く
な
る
よ
う
に
、
厚
手

の
も
の
を
お
勧
め
し
ま
す
。

④
ジ
ュ
ー
ス
や
ビ
ー
ル
の
缶
か
ら
目
を
離
さ

な
い
よ
う
に
す
る
。
ス
ズ
メ
バ
チ
は
糖

分
に
寄
っ
て
き
ま
す
。
缶
の
口
か
ら
中

に
入
っ
て
く
る
危
険
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
フ
タ
が
で
き
る
も

の
が
お
勧
め
で
す
。

自
動
車
の
中
に
ス
ズ
メ
バ
チ
が

入
っ
て
き
た
ら

　

慌
て
ず
安
全
な
場
所
に
停
車
し
、
窓
を
全

開
に
し
ま
し
ょ
う
。
ハ
チ
は
明
る
い
方
に
飛

ん
で
出
て
行
き
ま
す
。
刺
激
し
な
い
限
り
刺

し
ま
せ
ん
の
で
、
車
外
に
出
て
い
く
の
を
静

か
に
待
ち
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
「
熊
本
市
健
康
福
祉
子
ど
も
局
生
活
衛
生

課 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
よ
り
〜

泉 正人／フォレスト出版

タイムデザイン

おくはらゆめ／童心社

シルクハットぞくは
よなかの  いちじに  やってくる

新
刊
案
内 (

５
月
の
新
刊
か
ら)

児童

一般

有川 浩／文藝春秋

旅猫リポート

藤吉　恵
え み

生さん

今
月
の
紹
介
者

北願成寺町

「
時
間
が
足
り
な
い
！
」「
も
う

少
し
時
間
が
あ
れ
ば
、
も
っ
と

う
ま
く
で
き
た
の
に
」
な
ど
、

時
間
に
追
わ
れ
て
い
ま
せ
ん

か
？　

こ
の
本
は
、
時
間
を
管

理
し
、
自
分
の
や
り
た
い
仕
事

を
や
り
た
い
場
所
で
、
や
り
た

い
と
き
に
で
き
る
、
そ
ん
な
人

生
を
送
る
た
め
の
指
南
書
で
す
。

ミ
ス
テ
リ
ア
ス
で
不
思
議
な
集

団
・
シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
ぞ
く
。
真

夜
中
に
何
を
す
る
の
か
は
、
読

ん
で
か
ら
の
お
楽
し
み
！　

真

夜
中
の
街
の
風
景
を
水
彩
タ
ッ

チ
で
美
し
く
描
い
て
い
ま
す
。

今
夜
ぐ
っ
す
り
眠
る
あ
な
た
の

と
こ
ろ
に
も
シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
ぞ

く
が
や
っ
て
く
る
か
も
…
… 

！

　

こ
ん
な
に
幸
せ
な
最
後
の
旅
も
あ

る
ん
だ
な
。「
旅
の
思
い
出
を
数
え

な
が
ら
次
の
旅
へ
と
向
か
い
、
い
つ

か
ま
た
愛
し
い
す
べ
て
の
人
々
と
出

会
う
だ
ろ
う
」
と
い
う
言
葉
が
印
象

的
で
し
た
。

　

主
人
公
は
猫
の
ナ
ナ
♂
。
５
年
間

飼
い
主
の
サ
ト
ル
と
一
緒
に
暮
ら
し
ま

し
た
が
、
事
情
が
で
き
て
新
し
い
飼

い
主
を
探
す
旅
に
出
ま
す
。
懐
か
し

い
人
々
と
出
会
い
、
美
し
い
景
色
に

感
動
し
、
彼
ら
は
新
た
な
思
い
出
を

作
っ
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の

旅
も
つ
い
に
終
わ
り
へ
。
途
中
か
ら
涙

な
し
に
は
ペ
ー
ジ
を
め
く
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
読
ん
だ
後
は
心
が
じ
ん
わ

り
温
か
く
な
り
ま
し
た
。
思
い
出
が

あ
る
と
い
う
こ
と
は
幸
せ
な
こ
と
だ

と
改
め
て
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ほ
か
の
有
川
浩
の
小
説
と
は
一
味
違

う
こ
の
お
話
。
心
に
染
み
ま
す
。

６月の休館日
３日、10日、17日、24日

「
医
療
費
適
正
化
」

〜
う
ま
い
！
医
療
費
の
使
い
方
〜
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子宮体部子
宮

子宮頸部

図：子宮および膣

子宮頸がん膣

市長の部屋
ひと好し ちょっといい話

「先手あいさつ明るい笑顔、傘一本お茶一杯運動」を広げましょう

花手箱をイメージしたツバキ
柄の打ち掛け姿の華やかな格
好で行列に参加。「こんなに
目立つとは思いませんでし
た。 緊張したけど、楽しかっ
た」とにっこり。

お城まつりの武者行列に
お姫さまとして参加した丸山幸子さん

　

運
動
会
と
い
え
ば
秋
が
定

番
で
し
た
が
、
近
年
は
初
夏

の
運
動
会
も
定
番
に
な
っ
て

き
た
よ
う
で
す
ね
。
市
内
で

も
５
月
19
日
・
26
日
に
小
中

学
校
の
運
動
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
19
日
は
あ
い
に
く

の
雨
…
…
。
22
日
か
ら
は 

３

日
連
続
で
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
注

意
喚
起
が
出
さ
れ
、
26
日
は

天
気
よ
り
も
Ｐ
Ｍ
２
・
５
を

心
配
す
る
声
の
方
が
多
か
っ

た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
、
外
で
の

運
動
会
が
で
き
な
く
な
る
!?

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、

環
境
の
た
め
に
で
き
る
こ

と
、
身
近
に
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
始
め
る
の
は
も
ち
ろ

ん
「
今
で
し
ょ
！
」 編

集
室
か
ら

編
集
後
記

　

い
よ
い
よ
梅
雨
入
り
で
す
ね
。

長
期
予
報
で
は
、
今
年
は
早
く
に

梅
雨
が
明
け
、
猛
暑
の
日
々
が
続

く
と
言
っ
て
お
り
ま
し
た
。
熱
中

症
に
は
、
今
年
も
細
心
の
注
意
が

必
要
で
す
。

　

さ
て
、
人
吉
の
最
高
齢
者
は

何
歳
の
お
方
か
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
。
た
だ
今
、
１
０
４
歳
の
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
で
す
。
井
ノ
口
町
に
お

住
ま
い
の
岩
城
常
子
さ
ん
と
い
わ

れ
ま
す
。
息
子
さ
ん
ご
夫
婦
と
お

住
ま
い
で
、
毎
日
お
仏
壇
を
荘

し
ょ
う
ご
ん厳

し
、
お
参
り
を
欠
か
さ
な
い
の
が

日
課
。
長
生
き
の
秘ひ

け
つ訣

は
、
何
で

も
お
い
し
く
食
べ
る
こ
と
だ
そ
う

で
す
。「
あ
ん
た
も
元
気
で
、
が

ん
ば
ん
な
い
よ
」
と
、
逆
に
励
ま

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
最
近
、
こ
の
人
吉
で

前
人
未
踏
の
快
挙
を
成
し
遂
げ
ら

れ
た
人
が
お
ら
れ
ま
す
。
下
新
町

の
植
杉
乾け

ん
ぞ
う蔵

さ
ん
、
89
歳
で
す
。

ゴ
ル
フ
の
世
界
で
は
、
と
て
も
珍

し
い
記
録
と
し
て「
エ
ー
ジ
シ
ュ
ー

ト
」
が
あ
り
ま
す
。
自
分
の
年
齢

よ
り
少
な
い
打
数
の
結
果
を
出
す

こ
と
で
す
。
し
か
も
植
杉
さ
ん
は
、

89
ど
こ
ろ
か
70
代
前
半
の
結
果
を

出
し
続
け
、
千
回
連
続
で
達
成
し

て
お
ら
れ
ま
す
。
エ
ベ
レ
ス
ト
を

80
歳
で
登
頂
し
た
三
浦
雄
一
郎
さ

ん
も
世
界
の
快
挙
で
す
が
、
植
杉

さ
ん
も
ま
さ
に
世
界
一
の
ギ
ネ
ス

記
録
で
す
。
恐
る
べ
し
、
明
治
、

大
正
生
ま
れ
の
先
輩
方
で
す
!!

医療のお話し

今月のドクター
人吉市医師会 会員　

子
宮
頸
が
ん
撲
滅
の
夢

人吉中央温泉病院　大竹　伸幸（産婦人科専門医）

　

子
宮
が
ん
に
は
、
子
宮
の
入
り
口

（
子
宮
の
下
３
分
の
１
）
に
で
き
る

「
子
宮
頸け

い

が
ん
」
と
子
宮
の
奥
（
赤

ち
ゃ
ん
が
宿
る
部
屋
で
子
宮
の
上
３

分
の
２
）
に
で
き
る
「
子
宮
体
が
ん
」

が
あ
り
ま
す
。
両
者
は
同
じ
臓
器
に

で
き
る
が
ん
で
あ
り
な
が
ら
、
発
生

原
因
も
発
症
年
齢
も
全
く
異
な
り
、

胃
が
ん
と
大
腸
が
ん
ほ
ど
の
違
い
が

あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
の
子
宮
頸
が
ん

は
、
性
交
経
験
の
あ
る
女
性
で
あ
れ

ば
ど
な
た
で
も 

か
か
る
可
能
性
の
あ

る
病
気
で
す
。
わ
が
国
で
は
毎
年
約

１
万
５
千
人
が
新
た
に
発
症
し
、
約

３
５
０
０
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

毎
日
約
10
人
が
亡
く
な
っ
て
い
る
計

算
で
す
。
亡
く
な
ら
な
い
ま
で
も
子

宮
頸
が
ん
は
近
年
40
歳
未
満
の
若
年

層
に
急
増
し
て
い
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
の
発
生
原
因

　

子
宮
頸
が
ん
の
発
生
原
因
は
、
発

が
ん
性
が
あ
る
「
ヒ
ト
乳に

ゅ
う
と
う
し
ゅ

頭
腫
ウ
イ

ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）」
の
持
続
感
染
で

す
。
１
９
８
４
年
、ド
イ
ツ
の
ツ
ア
・

ハ
ウ
ゼ
ン
博
士
ら
が
子
宮
頸
が
ん
患

者
の
検
体
か
ら
Ｈ
Ｐ
Ｖ
16
型
と
18
型

の
Ｄ
Ｎ
Ａ
ウ
イ
ル
ス
を
発
見
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
両
型
の
予
防
ワ
ク
チ

ン
が
開
発
さ
れ
、
世
界
中
に
普
及
し

ま
し
た
。
博
士
ら
は
ウ
イ
ル
ス
発
見

の
功
績
に
よ
り
、
２
０
０
８
年
に

ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
日
本
で
も

２
０
０
９
年
10
月
か
ら
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
10
歳
か
ら
45
歳
く
ら
い
ま
で

で
あ
れ
ば
年
齢
に
関
係
な
く
性
交
未

経
験
の
女
性
に
接
種
す
る
の
が
効
果

的
で
す
。
原
則
と
し
て
６
カ
月
間
に

３
回
、
１
回
当
た
り
０
・
５
㏄
ず
つ

上
腕
三
角
筋
に
注
射
し
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
の
種
類
と

発
が
ん
性
Ｈ
Ｐ
Ｖ

　

子
宮
頸
が
ん
は
が
ん
細
胞
の
種
類

に
よ
っ
て
２
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

そ
の
う
ち
約
80
％
が
扁へ

ん
ぺ
い平

上じ
ょ
う
ひ皮

が
ん

で
、
残
り
約
20
％
が
腺せ

ん

が
ん
で
す
。

ま
た
Ｈ
Ｐ
Ｖ
に
は
１
０
０
種
類
以
上

の
型
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
う
ち
発
が
ん
性
が
あ
る
も
の
は
15

種
類
で
す
。
国
内
の
あ
る
有
力
な
研

究
報
告
に
よ
れ
ば
「
扁
平
上
皮
が
ん

か
ら
検
出
さ
れ
る
割
合
は
16
型
が
最

多
で
、
18
型
が
続
き
、
合
わ
せ
て

68
％
を
占
め
て
い
た
。
一
方
腺
が
ん

は
検
診
で
見
つ
か
り
に
く
く
、
悪
性

度
も
よ
り
高
い
が
、
腺
が
ん
か
ら
検

出
さ
れ
る
割
合
は
18
型
が
最
多
で
、

16
型
が
続
き
、
合
わ
せ
て
83
％
を
占

め
て
い
た
」
と
あ
り
ま
す
。

予
防
ワ
ク
チ
ン
の
効
果

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
先
進
国
で
の
大
規

模
調
査
で
は
「
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を

終
え
た
性
交
未
経
験
者
の
以
後
９
・

４
年
間
の
追
跡
で
、
免
疫
増
進
薬
の

働
き
が
加
わ
っ
て
、
16
型
と
18
型
に

関
連
し
た
子
宮
頸
が
ん
の
発
生
は

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
ワ
ク
チ
ン

は
１
０
０
％
の
予
防
効
果
が
あ
っ

た
」
と
報
告
し
、
さ
ら
に
「
16
型
と

18
型
の
親
戚
に
あ
た
る
発
が
ん
性
Ｈ

Ｐ
Ｖ
31
型
、
33
型
、
45
型
に
対
し
て

も
80
％
以
上
の
有
効
性
が
証
明
さ
れ

た
」
と
の
報
告
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
海
外
か
ら
の
調
査
報
告
と
前
述
の

国
内
の
有
力
な
研
究
報
告
と
を
あ
わ

せ
れ
ば
「
子
宮
頸
が
ん
は
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
よ
り
、
70
％
以
上
の
確
率
で

予
防
可
能
な
唯
一
の
が
ん
で
あ
る
」

と
結
論
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
の
撲
滅

　

種し
ゅ
と
う痘

の
世
界
的
普
及
で
、
世
界
保

健
機
構
は
１
９
８
０
年
に
天て

ん
ね
ん
と
う

然
痘
の

終
息
宣
言
を
し
ま
し
た
。
子
宮
頸
が

ん
も
予
防
ワ
ク
チ
ン
が
今
後
さ
ら
に

研
究
改
良
さ
れ
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

一
次
予
防
、
20
歳
か
ら
の
検
診
を
二

次
予
防
と
し
て
、
両
予
防
の
受
診
率

が
高
ま
り
維
持
さ
れ
て
い
け
ば
や
が

て
撲
滅
さ
れ
、
終
息
宣
言
が
な
さ
れ

る
の
も
夢
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

「
予
防
に
勝
る
治
療
な
し
」
は
昔
か

ら
あ
る
名
言
で
す
。

最終回

◎あて先
〒868‒8601
人吉市麓町16番地
総務課秘書広報係　　まで
Eメール 
soumu@city.hitoyoshi.lg.jp
※住所、氏名（ペンネーム可）、

年齢、性別を記入してください。

今
年
の
４
月
か
ら
一
番
下

の
子
ど
も
が
小
学
校
へ
。

保
育
園
へ
の
送
迎
が
な
く
な
っ

た
の
で
、
自
動
車
通
勤
か
ら
自

転
車
通
勤
に
切
り
替
え
た
。
保

育
園
へ
送
っ
て
い
く
の
が
毎
朝

の
日
課
に
な
っ
て
い
た
た
め
一

人
ぼ
っ
ち
の
通
勤
は
寂
し
く
感

じ
る
。
し
か
し
自
転
車
に
乗
り

始
め
、
自
動
車
通
勤
で
は
味
わ

え
な
い
経
験
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

例
え
ば
通
学
途
中
の
小
学
生

や
中
学
生
と
あ
い
さ
つ
を
交
わ

み
な
さ
ん
か
ら

の

お
た
よ
り

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
皆
さ
ん
か

ら
の
お
便
り
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
ペ
ー
ジ
へ
の
市
民
の
皆

さ
ま
か
ら
の
お
た
よ
り
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

広
報
ひ
と
よ
し
を
読
ん
だ
感

想
や
人
吉
へ
の
思
い
、
あ
な
た

の
ま
わ
り
で
起
こ
っ
た
身
近
な

出
来
事
な
ど
を
書
い
て
お
送
り

く
だ
さ
い
。

し
た
り
、
そ
の
子
た
ち
を
毎
朝

見
守
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
子

ど
も
王
国
保
安
官
の
方
に
普
段

言
え
な
か
っ
た
お
礼
を
言
っ
た

り
す
る
こ
と
も
で
き
た
。

　

朝
か
ら
の
あ
い
さ
つ
は
と
て

も
気
分
が
い
い
し
、
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
を
見
る
と
こ
ち
ら
ま

で
元
気
に
な
る
。
車
社
会
で
、

す
れ
違
い
ざ
ま
の
あ
い
さ
つ
も

で
き
な
い
今
の
世
の
中
で
、
自

転
車
と
い
う
の
は
と
て
も
い
い

乗
り
物
だ
。運
動
に
は
な
る
し
、

人
と
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
、
地

域
の
つ
な
が
り
も
で
き
る
。

　

車
が
減
り
、
町
に
大
勢
の
人

が
集
ま
り
あ
い
さ
つ
が
飛
び
交

う
、
そ
ん
な
ま
ち
に
な
っ
て
ほ

し
い
。

自
転
車
大
好
き
さ
ん（
鬼
木
町
） 

●

　

朝
か
ら
の
自
転
車
通
勤
に
は

思
わ
ぬ
発
見
が
あ
り
ま
す
ね
。

本人確認のため
身分証明書を

お持ちください！

市役所開庁延長日

毎週月曜日と木曜日
（休日の場合は実施しません）

市民課・税務課・納税課の
窓口で、証明書などを交付
請求される際は『本人確認』
を行っておりますので、運
転免許証などの身分証明書
をおもちください。
問合せ　市民課
　　　　税務課
　　　　納税課

■開庁時間　午後７時まで
■対象窓口　庁舎１階下記の課

◆市民課
◆福祉課
◆高齢者支援課
◆税務課
◆保険年金課
◆納税課

こ
れ
か
ら
梅
雨
に
入
り
ま
す

が
、
天
気
の
い
い
日
に
は
自
転

車
に
乗
っ
て
み
る
の
も
い
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
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H i t o y o s h i  i n f o r m a t i o n

あなたのピンチに

　「ひとよしＳＯＳキーホルダー」は、市内在住の65歳以上の希望者にお渡ししている緑色のキーホ
ルダーです。このキーホルダーには個人を識別するための６桁の番号と、緊急時連絡先として市地
域包括支援センター（市役所内）の電話番号が記載してあります。
　外出先で突然具合が悪くなられたり認知症の方が徘

はいかい

徊をされたりしたときに、キーホルダーに記
載された番号からご本人の身元を確認し、家族や関係者へおつなぎします。

まちなかで倒れている方や具合が悪そうな方を見かけたら
①持ち物にＳＯＳキーホルダーがついていないか確認。

②キーホルダー裏面に記載してある緊急時連絡先「人吉市地域包括支援
　センター（0966-22-2111）」に連絡。キーホルダー番号と状況を伝える。

③市地域包括支援センターから、申請時に記入していただいた情報提供書
　をもとに緊急連絡先や救急隊へ連絡。

元気な方も「もしも……」のために
　ＳＯＳキーホルダーの申し込みを希望される方は、元気・長生きセンター（市役所本館１階４番窓口）で
申請してください。現在約2,600人の方がこのキーホルダーをお持ちです。健康に不安がある方だけでなく、
元気な方も「もしも……」のために申請されています。
　申請の際には、かかりつけ医、緊急連絡先（ご家族などの住所・氏名・電話番号）の記載が必要です。

住所やかかりつけ医の変更はありませんか？
　すでにＳOＳキーホルダーをお持ちの方で、申請時から、住所や緊急連絡先の電話番号、かかりつけ医な
どの変更がある方はいらっしゃいませんか？
　緊急時に役立つキーホルダーであるためには、情報の更新が大切です。変更がある場合は、元気・長生き
センターにご連絡ください。

◎「元気・長生きセンター」と「市地域包括支援センター」の表記について
　市地域包括支援センターは、高齢者の総合相談窓口です。同センターは地域の皆さんに親しんでいただくために、４月１日
から「元気・長生きセンター」の愛称で広く周知させていただいていますが、「ひとよしＳＯＳキーホルダー」の緊急連絡先
の記載については、正式名称である「人吉市地域包括支援センター」で統一させていただいています。ご了承ください。

問合せ　元気・長生きセンター（☎２２－２１１１内線１２３５）

「ひとよしＳＯＳキーホルダー」をご存じですか？

SOSSOSエスエス オーオー

エスエス


